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最大風速が 17.2 m s-1以上に達したもののことを言































































において風速 15 m s-1という基準は，強風半径に該
当するものである．この階級に基づき，例えば天気
予報においてある台風が「大型で猛烈な台風」と称
された場合には，その台風は強風半径が 500 km を
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超えて 800 km 未満で最大風速が 54 m s-1 以上に達
したことを意味する．
一方，米国では，熱帯低気圧（ハリケーン）の強


















表 1 気象庁による台風の強さと大きさの階級 
強さの階級（最大風速）
強い 33 m s-1～44 m s-1 
非常に強い 44 m s-1～54 m s-1 
猛烈な 54 m s-1以上 
大きさの階級（風速 15 m s-1以上の半径） 
大型 500 km～800 km 
超大型 800 km 以上 
表 2 Saffir-Simpson ハリケーンスケール 
カテゴリー 最大風速
5 70 m s-1以上 
4 58～70 m s-1 
3 50～58 m s-1 
2 43～49 m s-1 






















































と考えてよいので，地点 o’から a の過程は断熱過
程とみなせる．
以上をまとめると，
 a→b：熱源 Tsに対する等温過程 
 b→o：断熱過程 


























いる（Bister and Emanuel [8]）．よって，図 1 の模式
図においては，大気境界層全体で評価した散逸過熱
ܦ ൌ ܥ஽ߩ|ܸ|ଷ 
が台風のエネルギー収支で考慮すべき要素となる． 
次に，図 1 の鉛直断面で示される二次循環におい
て，半径 r での海面フラックスを台風の外側地点 a
から中心付近地点 b まで積分すると，得られるエネ
ルギーは，カルノーサイクルの熱効率 ሺ ௦ܶ െ ௢ܶሻ ௦ܶ⁄  
をかけることで，
ܲ ൌ ௦ܶ െ ௢ܶ
௦ܶ




ൌ 2ߨ ௦ܶ െ ௢ܶ
௦ܶ
















| ௠ܸ௔௫|ଶ ൌ ܥ௞ܥ஽
௦ܶ െ ௢ܶ
௢ܶ










Bister and Emanuel [10]は，式(1)と同等な表現とし
て，海面でのエンタルピーフラックスの代わりに大
気の密度成層の不安定度を考慮した次式を提案した． 
ここで，CAPE（Convective Available Potential Energy）
とは，地表面付近の空気塊を仮想的に断熱上昇させ






























































2013 年の台風 30 号は，フィリピンに上陸し，暴
風・高潮により甚大な被害をもたらした．気象庁の
ベストトラックデータによると，その最盛期の発達
強度は中心気圧が 895 hPa，最大風速は 65 m s-1 に
達し，カテゴリー5 に分類される台風であった．ま











米国環境予測センター（NCEP）の Final Analysis に
よる大気解析値を用いた．海面水温には，気象庁
MGDSST データを用いた．シミュレーションの初




側領域を領域中心位置が東経 130 度・北緯 10 度と
して 4000 km×2000 km・格子幅 3 km とし，ネスト
した内側領域を 2000 km×700 km・格子幅 1 km と
した．計算領域の鉛直層数は 56 である． 
数値シミュレーションの結果，最も強くなったと
きの台風の中心気圧は 896.6 hPa，海面付近での最




最も強くなった時点（2013 年 11 月 8 日 00 UTC）











図 2 数値モデルでシミュレートされた 2013 年台
風 30 号（ハイエン）．2013 年 11 月 8 日 00 UTC で
の高度 2 km の水平面でのレーダー反射強度（単位
dBZ）の分布を示す．実線の等値線は等圧線を示す． 
次に，内側に設定した 1 km 格子のネスト領域を
なくして 3 km 格子の外側領域のみとした場合，シ
ミュレートされる台風の強度は変わるのかどうか






















の積乱雲の水平スケールが数 km～10 km 程度とい
うことを考えると，積乱雲を解像するためには最低




ーションにおいて 900 hPa を下回るような極端な強
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この手法を用いて温暖化差分を長期再解析値 JRA-



































1959 年再現 899.5 – 909.0 55.4 – 61.8 



























台風の他に，1991 年台風 19 号，2004 年台風 18 号，





























保険協会調べ）であった 1991 年台風 19 号の場合に
は中心気圧は最盛期で 925 hPa であった．一方，平
成以降の台風の中で犠牲者数が 1・2 位の 2004 年台
風 23 号や 2011 年台風 12 号の場合には，最盛期の
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上段の図は，気象モデルで再現された 2013 年台風 30 号の様子を 2013 年 11 月 8 日 00 UTC での高度 2 km
の水平面での降雨強度で示す．下段の左図と右図は，それぞれ再現実験と擬似温暖化実験による伊勢湾
台風の経路と中心気圧を示す．初期条件を変えてそれぞれ複数の計算を実行した．温暖化条件で台風強
度が強まっていることが分かる．
（特集記事「スーパー台風の数値解析（竹見 哲也）」より）
http://www.htsj.or.jp/dennetsu/dennetsu56-j.html 
